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i
第
一
章　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
い
か
に
再
生
産
さ
れ
る
か
？ 
　
　
　
　
　
　
　
　
～ D
oing Gender &
 U
ndoing Gender 
～ 
上
野
千
鶴
子 
1
一　
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念　
　
1
二　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
言
語
が
つ
く
る　
　
4
三　
「
状
況
の
定
義
権
」
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争　
　
8
四　
非
対
称
な
差
異
化
実
践
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー　
　
11
五　
“D
oing gender”
と
い
う
言
説
実
践　
　
15
六　
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
・
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
の
三
点
セ
ッ
ト　
　
19
七　
家
父
長
制
の
共
犯
者
と
し
て
の
女　
　
29
八　
“U
ndoing gender”
と
理
論
の
力　
　
32
第
二
章　
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
地
方
の
民
族
識
別
に
つ
い
て 
伊
東
利
勝 
35
は
じ
め
に　
　
35
人
格
を
も
っ
た
「
民
族
」
／
真
理
の
探
究
に
非
ず
一　
「
民
族
」
は
定
義
で
き
な
い　
　
39
「
日
本
人
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
／
空
虚
で
情
緒
的
／
共
通
の
「
文
化
」
／
幻
想
と
し
て
の
根
源
的
紐
帯
／
「
国
民
」
や
「
民
族
」
を
作
り
あ
げ
る
「
文
化
」
概
念
／
近
代
が
生
み
だ
し
た
「
文
化
」
二　
コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
に
お
け
る
「
百
一
の
人
種
」　　
51
仏
教
に
よ
る
王
権
の
正
統
化
／
中
央
集
権
化
に
よ
る
民
族
問
題
の
発
生
／
「
百
一
の
人
種
」
／
多
様
な
「
百
一
の
人
種
」
理
解
／
「
百
一
の
人
種
」
図
は
同
系
統
／
イ
ン
サ
ウ
年
代
記
／
個
人
に
よ
る
想
像
の
産
物
／
民
族
衣
装
三　
現
代
の
「
民
族
」
区
分　
　
67
不
明
瞭
な
一
三
五
の
人
種
区
分
／
紆
余
曲
折
し
た
英
領
下
の
人
種
分
類
／
宗
教
に
注
目
し
た
セ
ン
サ
ス
／
群
に
よ
る
分
類
／
分
類
法
の
完
成
／
群
に
よ
る
人
種
区
分
へ
／
政
治
的
要
請
に
よ
る
人
種
分
類
四　
人
種
区
分
の
意
味　
　
80
出
自
や
出
身
地
、
職
種
と
し
て
の
人
種
／
仏
教
的
世
界
観
の
な
か
で
の
人
種
／
王
権
正
統
化
の
装
置
／
数
字
に
よ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
／
人
を
管
理
・
支
配
す
る
た
め
の
「
人
種
」
区
分
／
「
文
化
」
に
よ
る
政
治
が
「
民
族
」
を
つ
く
る
お
わ
り
に　
　
93
現
状
の
固
定
／
「
多
文
化
共
生
策
」
は
民
族
差
別
を
助
長
す
る
第
三
章　
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
の
光
と
影
　
　
　
　
　
　
～
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
系
人
や
移
民
を
中
心
に
～ 
岡
田
健
太
郎 
99
は
じ
め
に　
　
99
政
治
と
は
？　
政
治
学
と
は
？
一　
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
を
理
解
す
る
た
め
に　
　
104
実
は
似
て
い
る
日
本
と
カ
ナ
ダ　
～
政
治
制
度
や
高
度
な
福
祉
国
家
～
／
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
違
い　
～
移
民
を
め
ぐ
っ
て
～
二　
多
文
化
主
義
カ
ナ
ダ
の
現
在　
　
110
日
本
の
な
か
の
カ
ナ
ダ
・
英
連
邦　
～
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
の
「
英
連
邦
戦
死
者
墓
地
」
か
ら
～
／
お
墓
か
ら
知
る
カ
ナ
ダ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
民
族
）
の
あ
り
よ
う
／
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
の
違
い
／
お
い
し
い
カ
ナ
ダ　
～
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
を
食
べ
歩
く
～
／
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
／
「
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ノ
ー
ス
」
カ
ナ
ダ
の
地
政
学
三　
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
系
人
の
足
跡
を
た
ど
る　
～
カ
ナ
ダ
西
岸
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
の
小
村
か
ら
～　
　
124
出
稼
ぎ
か
、
そ
れ
と
も
定
住
か
／
炭
鉱
町
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
人
移
民
／
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
で
の
生
活
／
バ
ン
ク
ー
バ
ー
近
郊
の
日
本
人
街　
～
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス
ト
ン
と
パ
ウ
エ
ル
通
り
～
／
去
り
行
く
日
系
人
が
残
し
た
手
紙　
～O
ur H
O
M
ES
を
追
わ
れ
て
～
／
戦
後
の
日
系
の
人
　々
～
「
償
い
（Redress
）」
を
も
と
め
て
～
ま
と
め　
　
147
第
四
章　
「
障
害
／
障
害
者
」
は
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
る
の
か 
土
屋　
葉 
153
は
じ
め
に　
　
153
一　
近
代
市
民
社
会
と
「
障
害
者
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
誕
生　
　
154
近
代
市
民
社
会
の
成
立
と
ジ
レ
ン
マ
／
「
自
立
」
を
可
能
に
す
る
た
め
の
援
助
の
形
態
／
国
民
の
三
層
構
造
化
二　
「
障
害
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て　
　
163
「
障
害
」
の
分
節
化
／
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
／
“im
pairm
ent”
と“disability”
の
境
界
／
社
会
的
排
除
と
し
て
の“disability”
ま
と
め
に
か
え
て　
～
「
障
害
」
は
「
か
れ
ら
」
の
問
題
で
あ
る
の
か
～　
　
170
第
五
章　
生
物
の
進
化
か
ら
多
様
性
の
意
義
を
考
え
る 
関　
義
正 
175
は
じ
め
に　
　
175
心
理
学
と
は
／
動
物
心
理
学
一　
進
化　
　
178
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
／
進
化
を
ト
リ
の
く
ち
ば
し
の
例
で
考
え
る
／
ヒ
ト
は
進
化
の
頂
点
に
い
る
の
か
／
進
化
に
つ
い
て
の
ま
と
め
二　
人
間
中
心
主
義　
　
184
動
物
と
人
間
と
ど
ち
ら
が
偉
い
？
／
動
物
も
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
・
考
え
る
？
／
自
己
中
心
的
世
界
観
／
ト
リ
の
「
会
話
」
？
三　
カ
テ
ゴ
リ
ー
化　
　
193
生
物
学
的
な
分
類
は
い
つ
も
正
し
い
？
／
種
の
保
存
？ 
ま
と
め　
　
200
あ
と
が
き 
～
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
言
語
～ 
 
205
権
力
を
可
視
化
す
る
た
め
の
学
問
／
線
を
引
く
／
上
下
に
わ
け
る
線
／
線
は
「
国
家
」
の
都
合
／
線
を
引
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
／
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
人
を
み
な
い
執
筆
者
紹
介 
 
220
